


刑 法

下記の文章を読んで、 甲及び乙の罪責について論じなさい。

ある日、 甲は同郷の知人 A から電話を受け、 「お前の親父が殺人犯だってことをバラ

されたくなければ100万円を出せ」と告げられた。 実際、 甲の父は十数年前に殺人罪

で有罪となって服役しており、 甲らの家族はそのために大変な苦労を強いられてきた。

その事実が明るみに出れば、 ようやく手に入れた平穏な生活が脅かされると考えた甲

は、 A に 「ちょっと待ってくれ。 会って話そう。 明日の夜、 俺の家に来てくれ」と

した。 甲は、 A が地元でも評判が悪い男で、 今回金を渡しても再び金を要求してく

るだろうと思い悩んだ挙句、 同居している弟の乙が出張で留守にしている間に殺すし

かない、 と考えるに至った。

日夜、 A を自宅に招き入れた甲は、 A の隙をつき、 背後から A の首を紐で絞め続

けたので、そのうち A はぐったりして動かなくなった。甲は A が死亡したものと思い、

死体を始末しなければ、 と思っていたところに、 取引先の都合で出張がキャンセルに

なった乙が帰宅した。 甲は予想外に乙が帰って来たことに狼狽しつつも、 その場に A

が倒れていることから誤魔化すわけにもいかないと思って事情を説明したところ、 乙

は、 「兄さんがAを殺すのも無理はない。 死体は山に埋めれば分からない。 早く片付け

よう」と甲に提案した。 そこで甲と乙は、協力してAを甲の車の後部座席に運び入れ、

甲が車を運転し、 乙が A の横に座って、 山の方に向かった。 途中、 A が一瞬動いたこ

とから、 乙は実際には A がまだ生きていることに気づいたものの、 このまま生き埋め

にしてしまえば良いと考え、 甲にはその事実を告げなかった。 山奥に到着した甲と乙

は、 穴を掘り始めたが、 甲が、 「Aの身元が分かるような物があるとマズいな。 どこか

に捨てておいてくれ」と言い出し、 乙が、 A のズボンのポケットに入っていた財布と

スマホを取り出して、 自分のポケットにしまった。 その後、 二人は掘った穴に A を投

げ込み、 上に土をかけて埋めた上で、 甲と乙はそのまま車で帰宅し、 A は埋められて

数十分後に窒息して死亡した。 その翌日、 乙は、 通勤途中に A の財布の中を確認した

ところ、 1万円札があるのに気づき、 それを抜き取った上で、 A のスマホと免許証入り

の財布を駅のゴミ箱に捨てた。
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